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％ n ％ n
５m未満 10.1 13 19.4 7
25m未満 32.6 42 16.7 6
50m未満 31.0 40 25.0 9
100m未満 10.9 14 16.7 6
100m以上 15.5 20 22.2 8





















































平均 標準偏差 平均 標準偏差
５m未満 20.0 24.4 27.4 27.7
25m未満 29.9 21.3 43.5 29.9
50m未満 52.5 21.2 54.0 18.8
100m未満 66.9 21.2 73.5 16.7
100m以上 86.2 14.0 85.0 14.4
表２．対象者の水泳学習経験の有無
泳力
幼児期 小学校 中学校 高等学校
％ n ％ n ％ n ％ n
有 32.7 56 93.6 160 19.3 33 12.9 22
無 67.3 115 6.4 11 80.7 138 87.1 149
合計 100.0 171 100.0 171 100.0 171 100.0 171
北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要　第８号96
61.1％で，女子の方がやや全体的に泳力レベ
ルが高い傾向にあった。筋肉量や骨量，体脂
肪率など性差による比重の違いは，浮力に大
きな影響を与える。水の比重が１に対して，
骨の比重は2.01，筋肉は1.06，脂肪は0.94で
あり4），特に，スポーツ専攻の男子は，全体
的に筋肉量や骨量が多く，体脂肪率が低い傾
向にあるため，泳力レベルが低いと浮力の確
保が難しく，水泳に対する困難さを実感する
ことが女子よりも多い傾向があるのかもしれ
ない。
　また，泳力レベルと主観的な水泳に対する
イメージの関係に関しては，全体のVASスコ
アは50.3±29.5mm（平均±標準偏差）で，「水
泳は非常に嫌い」と「水泳は非常に好き」を
両端にとった際の中間を示す結果となった
が，泳力別にみると，泳力が50m以上ある群
（泳力有り）と泳力50m未満の群（泳力無し）
では，泳力有りの前者は78.8±18.4mm，泳力
無しの後者は38.9±25.2mmと泳力有りの群の
方が，２倍ほど高いVASスコアを示した。三
宅ら3）の研究では，男女ともに泳げない群ほ
ど水泳に対する「不安感」や「嫌悪感」が高
かったと報告されており，本研究においても，
同様に泳力レベルと水泳に対する主観的イメ
ージは関連性が認められ，泳力が低い群ほど
主観的イメージが悪い結果となった。性別と
泳力レベル別の水泳に対する主観的なイメー
ジの結果においても，男女とも泳力が低い者
ほど，低いVASスコアを示している。また，
男女とも25m以上泳力があると回答した群の
VASスコアの平均値は50mmを超える結果と
なっており，25m以上の泳力の有無が水泳に
対する主観的イメージの良悪を決めるひとつ
の基準となっていることが推察された。
　学校水泳教育はその歴史から自己保全，「命
を守る」ための教育であり，本学は，北海道
における教員養成やスポーツ指導者養成にお
いて，水泳教育の重要な役割を果たす拠点で
もある。
　今回の調査から得られた結果を踏まえ，よ
り充実した水泳教育や指導法が展開できるよ
う更なる検討を続けたい。
Ⅴ．まとめ
　本研究では，本学の水泳授業を履修する学
生のこれまでの水泳学習経験や泳力などの実
態や水泳に対する主観的なイメージを調査お
よび把握し，今後の水泳指導の参考資料とし
て活用することを目的とした。その結果，以
下のことが明らかとなった。
①対象者の授業開始時の泳力レベル（自己申
告）は，50m未満が29％（n=48），50m以
上が71％（n=117）を占め，全体的に低い
泳力レベルであった。
②泳力レベルが低い理由のひとつとして，小
学校までの水泳学習経験以降，中学校，高
等学校で学習経験が少ないことが挙げられ
た（中学校での水泳学習経験者：19.3％，
高等学校での水泳学習経験者：12.9％の
み）。
③性別と泳力レベル別の水泳に対する主観的
なイメージは，男女とも泳力が低い群ほど
イメージが悪い結果となった。
④25m以上の泳力の有無が水泳に対する主観
的イメージの良悪を決めるひとつの基準と
なっていることが推察された。。
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